
ア
ビ

ダ

ル

マ

仏
教
に

お

け
る
無
表
業
論
の
展
開

二
　
『
倶
舎
論
』
に
お
け
る
無
表
業
論

（E）

一

友

健

容

b
、
無
表
業
の
構
成
組
織

　

『
倶
舎
論
』
の
界
品
に
よ
る
と
’
色
緒
（
r
i
t
p
a
－
s
k
a
i
i
d
h
a
）
の
分
類
に
、
　
五

根
・
五
境
・
無
表
色
を
あ
げ
、
無
表
を
色
の
一
つ
と
し
て
説
明
し
て
い
る
。
こ

れ

に

よ
る
と
、
無
表
を
地
・
水
・
火
・
風
の
四
大
種
所
造
と
し
、
不
相
応
行
の

得
（
p
l
，
3
三
）
と
混
乱
さ
れ
る
こ
と
が
さ
け
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
乱
心
（
イ
ニ
＾
－

噸
一
一
）
［
三
・
無
t
］
　
（
a
e
i
t
t
a
k
：
L
）
　
’
不
乱
心
（
三
．
二
を
三
こ
・
有
　
・
I
P
　
（
s
［
L
t
’
i
t
t
a
k
a
．
）
　
C
四

位

心
に
お

い

て
も
相
似
相
続
三
さ
ち
一
王
し
て
、
善
・
不
善
が
生
ず
る
と
す
る

の

で

あ
る
が
、
無
記
は
無
表
に
よ
る
相
似
相
続
に
該
当
し
な
い
こ
と
を
あ
ら
わ

　
　
　
（
1
）

し
て
い
る
。
そ
し
て
世
親
は
こ
の
無
表
を

　
　
〔
2
）

　
　
色

（r
u

p
l
L
）
と
作
用
（
三
看
）
の
自
性
（
ジ
か
F
三
ヲ
．
を
も
存
在
す
る
が
、

　
　
表
（
x
・
i
j
f
i
，
i
P
t
i
）
の
よ
う
に
、
他
に
知
ら
し
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
が
無

　
　
表
で
あ
る
。

　
　
　
　
ア
ビ
ダ
ル
マ
仏
教
に
お
け
る
無
表
．
未
論
の
展
開
　
口
（
三
友
）

　
と
述
べ
て
お
り
、
ヤ
シ
ョ
ー
ミ
ト
ラ
は
こ
れ
を
解
釈
し
て
、

　
　
（
3
）

　
　
色

と
作
用
と
を
自
性
と
す
る
と
は
二
つ
の
違
い
が
あ
る
。
な
ぜ
か
、
色
を

　
　
自
性
と
し
て
も
作
用
を
自
性
と
し
な
い
も
の
は
、
他
に
理
解
せ
し
め
な
い
。

　
　
た

と
え
ば
、
眼
等
の
よ
う
に
。
作
用
の
み
を
自
性
と
し
て
、
色
を
自
性
と

　
　
し
な
い
も
の
も
他
に
理
解
せ
し
め
な
い
。
た
と
え
ば
、
思
（
c
c
t
a
n
a
）
の

　
　
よ
う
に
。
し
か
し
な
が
ら
、
二
つ
の
も
の
を
自
性
と
す
る
も
の
は
、
他
に

　
　
理
解
せ

し
め
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
表
の
よ
う
に
。
表
は
、
実
に
、
自

　
　
か
ら
等
起
す
る
（
S
V
I
L
S
I
L
n
i
u
t
．
t
h
i
L
p
a
k
a
．
）
心
を
、
善
・
不
善
・
無
記
・
柔
和

　
　
（
s
a
u
m
y
a
）
　
．
荒
い
（
ζ
口
三
）
・
非
二
と
い
う
よ
う
に
他
に
知
ら
し
め
る
。

　

と
し
て
、
色
・
作
用
の
ど
ち
ら
が
欠
け
て
も
他
に
知
ら
し
め
る
と
い
う
こ
と

が
で

き
な
く
な
る
が
、
無
表
は
、
四
大
種
所
造
で
あ
る
か
ら
、
色
を
有
し
、
な

お

か

つ

、
作
用
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
作
用
も
右
す
る
が
、
表
の
よ

う
に
知
ら
し
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
と
註
釈
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
九
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こ
の
よ
う
に
、
表
業
は
示
す
こ
と
の
で
き
う
も
の
で
、
そ
の
本
質
は
色
で
あ

る
と
説
明
さ
れ
、
無
表
と
は
、
〔
↑
～
、
一
言
三
》
ご
す
な
わ
ち
表
示
す
る
こ
と
の
で
き

な
い
も
の
と
い
う
意
味
を
有
す
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
無
表
は
示
す
こ
と
が
で
き
ず
に
存
在
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ

の

本
質
が
色
で
あ
ろ
う
と
は
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
と
も
い
え
る
。

　

『
倶
舎
論
』
　
界
品
に
、
色
（
『
三
三
と
は
、
変
壊
（
昌
三
ご
王
し
、
変
畷

（
P
i
l
t
t
i
g
1
1
i
t
t
t
L
）
す
る
性
質
を
持
つ
も
の
と
規
定
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
　
は
た
し
て

表
示
す

る
こ
と
の
で
き
な
い
無
見
無
対
の
働
き
が
、
色
と
い
え
る
の
か
と
い
う

非
難
が
予
想
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
斗
）

　

こ
の
非
難
に
対
し
て
『
倶
舎
論
』
は
二
つ
の
説
を
紹
介
し
て
い
る
。

　
①
　
表
（
V
i
．
i
f
i
i
i
l
三
）
が
変
壊
（
三
三
言
）
す
る
か
ら
、
か
の
（
無
表
）
も
色

　
　
性

（『
三

三
三
が
あ
る
。
樹
が
動
く
と
き
影
も
動
く
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

　
②

所
依

の

大
種
（
芸
「
三
、
・
丁
三
三
三
が
、
変
壊
す
る
か
ら
（
無
表
に
も
色
性

　
　
が
あ
る
。
）

　

こ
の
中
、
①
の
樹
影
の
喩
え
は
、
法
救
の
『
韓
婆
沙
論
　
・
『
雑
阿
田
皆
雲
心

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

論
』
と
『
五
事
毘
婆
沙
論
』
と
に
出
て
く
る
。

　
さ
き
の
「
ア
ビ
ダ
ル
マ
仏
教
に
お
け
る
無
表
業
論
の
展
開
」
O
で
は
、
　
『
韓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

婆
沙
論
』
の
「
種
」
と
い
う
使
い
方
が
は
っ
き
＝
し
な
か
っ
た
が
、
こ
の
『
倶

舎
論
』
の
説
と
く
ら
べ
て
み
る
と
、
　
一
種
」
と
は
’
　
r
u
p
；
u
）
a
・
　
Q
訳
で
あ
っ
た

こ
と
が
わ
か
る
。

　

『
韓
婆
沙
論
』
に
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
〇

　
　
ハ
フ
ン

　
　
無
教
色
者
、
競
レ
不
レ
可
レ
種
但
教
色
可
レ
種
、
彼
教
色
種
已
無
教
色
小
當
レ

　
　
言
レ
種
、
如
二
動
レ
樹
當
レ
知
影
亦
動
此
亦
爾
。

　

と
あ
り
、
ま
た
『
雑
阿
毘
曇
心
論
』
に
も
同
様
の
記
述
が
あ
っ
て
、
同
じ
考

え
方
に
よ
っ
て
無
表
色
を
と
ら
え
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

『
五
事
毘
婆
沙
論
』
は

　
　
ら
お
ノ

　
　
諸
無
表
色
難
レ
無
二
褒
擬
へ
随
二
所
依
一
故
得
二
愛
擬
名
↓
所
依
者
何
。
謂
四

　
　
大
種
、
g
一
彼
奨
擬
一
無
表
名
レ
色
、
如
二
樹
動
時
亦
随
動
一
或
随
二
多
分
一

　
　
如
レ
名
二
段
食
へ
或
去
二
内
心
一
故
爲
レ
色
、
或
表
先
業
故
立
二
色
名
↓

　

と
あ
り
、
樹
影
の
喩
え
を
『
韓
婆
沙
論
』
・
『
雑
阿
毘
曇
心
論
』
の
思
想
と
は

異

り
、
　
『
倶
舎
論
』
の
②
の
説
の
よ
う
に
、
所
依
の
大
種
と
の
関
係
に
喩
え
て

い

る
。
こ
の
『
五
事
毘
婆
沙
論
』
の
説
は
、
　
『
大
毘
婆
沙
論
』
に
も
引
か
れ
て

　
（
9
一

お

り
、
世
親
は
、
無
表
色
の
説
明
に
こ
れ
ら
の
論
書
の
主
張
を
紹
介
し
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
’
の
ち
に
衆
賢
が
非
難
す
る
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
主

張

の

う
ち
’
①
は
有
部
の
正
義
で
は
な
く
、
②
が
有
部
説
と
し
て
採
用
さ
れ
て

い

る
の
で
あ
る
。

　

と
も
あ
れ
、
①
の
主
張
に
よ
れ
ば
、
無
表
業
は
、
通
常
、
表
業
に
附
随
し
て

生

じ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
表
業
が
色
で
あ
り
、
変
壊
す
る
以
上
、
樹
が
動
く

と
き
影
も
ま
た
動
く
よ
う
に
、
無
表
業
も
変
壊
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
と
こ

ろ
が
、
こ
の
喩
え
で
は
、
樹
が
滅
し
た
と
き
に
は
、
影
の
存
在
は
あ
り
得
な
い

か

ら
、
表
業
な
き
の
ち
の
無
表
業
の
存
在
の
説
明
が
で
き
な
く
な
る
。

　
ま
た
、
②
の
主
張
に
よ
れ
ば
、
無
表
は
四
大
種
を
所
依
と
す
る
の
で
あ
る
か



ら
、
そ
の
四
大
種
が
変
壊
す
る
性
質
を
も
つ
以
上
、
無
表
も
変
壊
す
る
と
い
う

の

で
あ
る
。
所
依
が
変
壊
す
る
か
ら
（
法
】
，
1
1
Y
；
p
‘
「
言
u
　
1
．
］
　
r
l
　
t
）
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、

眼
識

等
の
五
識
も
変
壊
す
る
五
根
を
所
依
と
し
て
い
る
か
ら
、
識
が
色
性
を
有

す
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。

　
こ
の
非
難
に
対
し
、
あ
る
師
は
、
眼
等
の
五
根
が
五
識
を
所
依
と
す
る
の
は
’

助
生
縁
（
l
l
t
P
－
．
　
t
t
i
－
n
i
m
i
t
t
a
）
と
な
る
の
で
あ
っ
て
、
無
表
が
大
種
に
依
止
す
る

と
い
う
の
は
、
影
の
樹
を
所
依
と
す
る
こ
と
や
、
光
が
珠
宝
（
m
；
二
二
）
を
所
依

と
す
る
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
て
、
大
種
は
造
色
の
た
め
に
、
生
因
・
依
因
．
立

因
・
持
因
・
養
因
の
五
因
と
な
る
の
で
あ
る
か
ら
、
五
根
．
五
識
の
関
係
と
は

異

る
と
い
塑

　
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
弁
明
も
’
有
部
の
立
場
と
は
異
る
。
有
部
で
は
、
影

と
樹
と
は
そ
れ
ぞ
れ
別
の
四
大
種
に
よ
っ
て
成
り
立
つ
と
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

こ
の
喩
え
は
四
大
種
と
無
表
色
に
は
当
て
は
ま
ら
な
い
。

　
そ
こ
で
世
親
は
、
五
識
の
所
依
は
、
変
凝
あ
る
も
の
と
な
い
も
の
と
が
あ
っ

て
一
定
し
て
い
な
い
か
ら
、
五
識
を
変
畷
す
る
も
の
と
は
い
え
な
い
と
す
る
。

な
ぜ
な
ら
、
五
根
は
変
畷
が
あ
る
が
、
意
根
は
前
刹
那
の
五
識
で
あ
る
か
ら
変

擬
が

な
い
。
と
こ
ろ
が
、
無
表
の
所
依
は
必
ず
変
擬
が
あ
る
か
ら
’
　
g
e
｛
表
を
色

と
い
え
る
の
だ
と
説
明
す
る
の
で
あ
る
。

　

さ
て
、
こ
の
よ
う
に
無
表
も
四
大
所
造
の
色
で
あ
る
と
い
う
な
ら
ば
、
構
成

上
、
い
か
な
る
相
違
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
　
（
1
）

　
　
も
し
（
無
表
色
が
）
実
在
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
（
四
）
大
種
所
造
（
∋
「
．
，

　
　
　
　
ア
ピ
ダ
ル
マ
仏
教
に
お
け
る
無
表
業
論
の
展
開
　
臼
（
三
友
）

　
　
h
i
L
b
h
O
t
a
n
y
u
p
a
d
i
t
y
a
）
で
あ
る
と
、
　
（
さ
き
に
）
説
か
れ
た
。

　
　

そ
れ
な
ら
ば
、
表
の
（
四
）
大
種
（
〆
．
言
戸
三
｛
一
∴
〉
三
邑
）
一
一
口
δ
≡
）
が
、
無

　

表
の

所
造

（
三
る
二
劉
〉
・
勘
V
i
j
f
i
・
L
P
t
i
）
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
起
る
か
、
或
い

　
　
は
別
で
あ
る
の
か
o

　
　

別
で
あ
る
大
種
が
、
こ
の
（
無
表
の
）
所
造
で
あ
る
こ
と
が
起
る
。
実

　
　
に
、
こ
の
一
つ
の
集
り
（
壬
ニ
ゴ
「
五
竺
）
が
、
細
か
な
果
（
抑
巳
拐
ヨ
P
与
己
p
）
で

　
　
あ
り
、
ま
た
麓
果
（
：
ξ
合
「
i
k
a
も
h
a
l
a
）
で
あ
る
と
い
う
の
は
理
に
合
わ
な

　
　
い
。

　
　
　
何
故
か
。
表
と
同
時
に
、
こ
の
（
無
表
に
も
）
大
種
所
造
が
あ
る
。
す

　
　
べ
て
の
所
造
色
は
、
ほ
と
ん
ど
こ
の
よ
う
に
（
倶
時
に
）
あ
る
。

　
と
あ
り
、
表
業
も
無
表
業
も
大
種
所
造
で
あ
る
の
だ
が
、
同
じ
大
種
か
ら
細

と
鍾
と
に
分
れ
る
こ
と
は
あ
り
得
な
い
か
ら
、
別
の
四
大
種
に
よ
っ
て
成
り
立

っ

て

い
る
と
い
う
。

　
こ
の
論
議
は
、
　
『
大
毘
婆
沙
論
』
に
も
有
り
、

　
　
（
1
）

　
　
諸
表
所
起

無
表
有
二
三
種
へ
一
律
儀
所
掻
、
二
不
律
儀
所
撮
、
三
非
律
儀

　
　
非

不
律
儀
所
撮
。
律
儀
所
撮
復
有
二
七
種
へ
謂
離
二
害
生
命
一
乃
至
離
二
雑
稜

　
　
語
↓
如
レ
是
七
種
各
一
四
大
種
所
造
。
離
害
生
命
復
有
ニ
1
l
s
s
f
謂
表
無
表
、

　
　
此

二
各
一
四
大
種
所
造
。
有
除
師
説
、
此
表
無
表
共
一
四
大
種
所
造
故
、

　
　
彼

問
言
頗
有
三
一
四
大
種
造
二
二
慮
色
一
耶
、
答
有
、
謂
色
虚
・
法
庭
、
及
聲

　
　
虚
・
法
庭
。
尊
者
妙
音
亦
作
二
是
説
↓
阿
毘
達
磨
諸
論
師
言
、
彼
説
非
レ
理
、

　
　
不
レ
可
三
一
四
大
種
造
二
麓
細
二
果
へ
是
故
如
二
前
所
説
一
者
好
。
如
下
離
害
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
一
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命
表
與
二
無
表
H
各
一
四
大
種
所
造
如
レ
是
乃
至
離
雑
稜
語
亦
爾
。

　
と
述
べ
て
い
る
。
表
と
無
表
と
は
’
共
通
の
四
大
種
の
所
造
で
あ
る
と
い
う

有
余
師
と
妙
音
の
主
張
に
対
し
、
　
『
大
毘
婆
沙
論
』
の
ア
ビ
ダ
ル
マ
師
達
は
、

1
つ
の

四

大
種
か

ら
麓
・
細
の
二
果
は
造
り
得
な
い
と
反
対
し
て
お
り
’
表
と

無
表

と
は
’
そ
れ
ぞ
れ
別
々
の
四
大
種
を
所
依
と
し
て
成
り
立
つ
と
い
う
の
が
、

有
部
の
教
理
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
同
じ
無
表
で
あ
っ
て
も
、
散
地
と
定
地
と
で
は
構
成
組
織
は
異

る
。
す
な
わ
ち
’

　
　
　
（
1
5
）

　
　
　
無
表
は

無
執
受

（§
ξ
芦
｛
ぎ
）
で
あ
る
。
〔
五
b
〕

　
　
　
等
流
（
n
i
t
i
y
a
n
d
a
）
で
あ
り
、
｛
U
］
v
e
r
d
　
（
s
a
t
t
v
’
f
i
k
h
y
i
i
）
で
あ
る
。
〔
六
・
〕

　
　
な
ぜ
か
。

　
　
　
等
流
で
あ
り
、
有
執
受
（
ξ
巴
ド
三
で
あ
り
’
大
種
よ
り
生
ず
る
三
易
－

　
　

t
i
c
　
j
t
L
）
も
の
で
あ
る
。
〔
六
b
〕

　
　
無
表
は

等
流
で

あ
り
、
大
種
所
造
で
あ
り
、
心
心
所
所
造
で
あ
る
。
非
定

　
　
S
l
？
－
k
t
　
s
c
l
　
（
a
s
a
m
a
h
i
t
a
－
b
h
a
m
i
k
a
）
人
に
よ
っ
て
、
こ
の
品
類
が
あ
る
。

　
　

定
よ
り
生
ず
る
（
無
表
）
は
、
長
養
（
巨
℃
〔
ξ
三
ぎ
）
で
あ
り
、
無
執

　
　
　
受
で
あ
り
、
異
な
ら
な
い
大
種
か
ら
生
ず
る
（
a
b
h
i
n
n
［
L
－
ひ
h
i
t
t
a
j
a
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
六
c
〕

　
　
静
慮
と
無
漏
と
の
律
儀
（
（
≡
く
讐
鶴
コ
智
日
”
a
－
s
f
t
c
T
l
l
V
E
L
r
a
．
）
の
無
表
が
、
定
よ

　
　
り
生
じ
た
（
プ
三
曇
＝
三
ご
（
無
表
で
あ
ろ
）
、
　
こ
の
（
無
表
は
）
、
禅
定
と

　
　
倶
生
し
、
長
養
せ
ら
れ
、
無
執
受
で
あ
り
、
　
（
無
異
の
）
大
種
の
所
造
と

一
八
二

　
　

し
て
生
ず
る
。

　
　
　
無
異
の
大
種
の
所
造
と
し
て
殺
生
を
遠
離
す
る
し
、
こ
れ
ら
は
乃
至
、

　
　
雑
稜
語
を
（
遠
離
す
る
）
。

　
　
　
な
ぜ
か
。
心
の
よ
う
に
（
c
i
t
t
l
，
　
v
a
t
）
、
大
種
が
別
で
な
い
か
ら
（
⊆
〉
巨
P

　
　
b
h
c
c
l
　
i
L
　
t
）
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
別
解
脱
律
儀
に
お
い
て
は
、
そ
れ

　
　
ぞ
れ
別
の
大
種
の
所
造
と
し
て
、
七
種
の
無
表
が
あ
る
。

　
と
あ
る
。
総
じ
て
い
え
ば
’
無
表
は
形
が
な
く
（
ρ
ヨ
■
［
宕
プ
じ
、
心
心
所
の

所
依
の
I
S
　
（
L
：
i
t
t
a
e
a
i
t
t
£
L
d
h
i
．
？
t
h
a
n
＾
p
－
b
h
a
ぐ
t
L
）
と
は
結
び
つ
か
な
い
か
ら
無
執
受

　
　
（
9
6
）

で

あ
り
、
有
情
の
み
に
限
ら
れ
る
が
’
散
地
の
無
表
は
’
表
業
と
と
も
に
生
じ
、

身
体
を
離
れ
な
い
か
ら
有
執
受
で
あ
り
、
こ
の
散
地
に
あ
っ
て
は
、
別
解
脱
戒

の

七
種
の
一
つ
一
つ
が
そ
れ
ぞ
れ
別
々
の
大
種
に
よ
っ
て
生
ず
る
。

　
定
地
に
お
い
て
は
、
随
心
転
の
無
表
で
あ
る
か
ら
無
執
受
で
あ
り
’
心
が
専

注

し
て
い
る
状
態
で
あ
る
か
ら
、
　
一
つ
の
大
種
か
ら
生
ず
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
無
表
も
一
つ
の
色
で
あ
る
か
ら
、
本
来
、
表
と
か
わ
る
と
こ
ろ

が

あ
る
は
ず
は
な
い
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
構
成
要
素
の
面
か
ら
説
明
し
て
ゆ

v
と
、
表
と
無
表
、
散
地
と
定
地
の
無
表
と
で
は
、
わ
け
て
考
え
な
け
れ
ば
、

こ
の
相
違
が
説
明
つ
か
な
く
な
っ
て
い
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
　
　
　
　

U
、
表
と
無
表
と
の
時
間
的
相
違

　
有

部
で
は
、
身
・
語
に
無
表
業
を
認
O
、
段
猛
な
ろ
表
業
に
附
随
す
る
と
見

て

い

る
。
そ
の
場
合
、
表
業
と
そ
れ
を
組
織
す
る
四
大
種
と
は
、
当
然
、
同
時



に
存
在
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
こ
ろ
で
、
無
表
業
の
場
合
は
ど
う
で
あ
ろ

う
か
。

　
　
　
（
1
7
）

　
　
　
一
刹
那
か
ら
の
ち
は
、
無
表
は
欲
（
界
）
繋
（
言
ヨ
、
■
｝
冒
ε
の
過
去
の

　
　
　
大
種
か
ら
生
ず
る
（
a
t
i
t
a
－
b
h
i
t
t
a
j
a
）
。
〔
四
b
〕

　
　
　
最
初
の

刹
那
か

ら
の
ち
の
無
表
は
、
欲
（
界
）
繋
の
過
去
の
大
種
所
造

　
　
と
し
て
生
ず
る
。
そ
れ
ら
の
（
大
種
は
）
、
こ
の
（
無
表
の
）
所
依
（
ぽ
日
－

　
　
I
r
’
t
L
）
　
S
た
め
に
存
在
す
る
。

　
　
　
現
在
の

身
の

大
種
は
、
依
（
ゾ
a
n
m
s
r
－
t
　
〉
、
m
↑
）
の
た
め
で
あ
り
’
順
次
に
、

　
　
転
（
p
r
a
v
；
t
t
i
）
と
随
転
（
［
己
5
．
叶
三
）
と
の
因
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
地
面

　
　
に
転

じ
つ
つ
あ
る
車
輪
に
は
、
手
の
力
と
地
面
と
が
指
摘
さ
れ
る
（
よ
う

　
　
に
）
。

　
　
と
あ
る
。

　
す
べ
て
の
所
造
の
色
は
、
四
大
種
と
倶
時
に
生
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ

う
し
な
い
と
、
色
は
四
大
種
と
は
別
に
存
在
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
か
ら
で

あ
る
。

　
欲

界
の
別
解
脱
律
儀
を
受
け
た
と
き
’
初
刹
那
の
無
表
業
は
、
現
在
同
一
刹

那
の

四
大
種
所
造
で

あ
ろ
う
が
、
次
刹
那
の
第
二
念
以
後
は
、
何
を
所
依
と
す

る
か
と
い
う
こ
と
が
問
題
と
な
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
第
二
念
以
後
の
四
大
種
は
、

律

儀
を
得
し
た
と
き
の
も
の
と
は
別
で
、
律
儀
を
得
し
た
四
大
種
は
す
で
に
過

去

に
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
、
現
在
の
無
表
は
、
過
去
の
大
種
か
ら
生
ず
る
の
で
あ
る
が
、

　
　
　
　
ア
ビ
ダ
ル
マ
仏
教
に
お
け
る
無
表
業
論
の
展
開
白
［
　
（
1
1
）
友
）

す
で
に
過
去
に
落
謝
し
て
し
ま
っ
て
い
る
た
め
に
、
現
在
の
身
体
の
大
種

（
p
r
a
t
y
u
t
p
a
n
n
a
I
l
i
　
g
a
r
i
r
l
L
－
n
l
a
h
a
b
h
a
t
a
n
i
）
が
、
無
表
の
所
依
と
な
る
。
す
な

わ
ち
、
現
在
身
の
大
種
を
随
転
因
　
（
a
n
u
v
；
t
t
i
－
l
c
a
r
a
r
．
i
a
）
、
過
去
の
大
種
を
転
因

（
p
r
a
v
；
t
t
i
－
k
a
r
a
i
．
i
a
）
と
し
て
区
別
し
て
い
る
。

　
そ
う
す
る
と
、
表
と
無
表
と
に
は
明
ら
か
に
時
間
の
ず
れ
が
生
じ
て
い
る
こ

と
に
な
る
。
現
在
の
別
解
脱
律
儀
の
無
表
が
成
立
す
る
た
め
に
、
実
際
は
何
の

関
係
も
な
い
現
在
身
の
大
種
が
、
こ
の
無
表
の
所
依
と
し
て
の
み
臨
時
に
使
わ

れ
て

い

る
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
無
表
を
色
で
あ
る
と
す
る
以
上
、
変
壊

す

る
の
で
あ
る
か
ら
、
第
一
刹
那
と
第
二
刹
那
と
の
連
続
が
つ
か
な
く
な
っ
て

し
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
無
表
の
有
効
期
間
は
、
最
っ
と

も
長
く
と
も
、
す
な
わ
ち
、
別
解
脱
律
儀
を
捨
せ
ざ
る
限
り
は
、
所
依
身
の
存

続
す
る
ま
で
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　

d
、
表
・
無
表
業
の
限
界

　
無
表
業
が
四
大
所
造
で
あ
る
限
り
、
色
を
否
定
す
る
無
色
界
で
は
表
業
・
無

表
業
は

ど
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
無
表
業
は
表
業
の

強
い
影
響
力
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
無
記
心
の
場
合
は
勢

力
が
劣
っ
て
い
る
か
ら
、
無
表
業
と
し
て
作
用
を
行
わ
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

『
倶
舎
論
』
に
は
、

　
　
　
（
1
）

　
　
　

こ
こ
に
於
て
、
無
表
と
は
二
種
で
、
善
と
不
善
と
で
あ
る
。

　
　
　
無
記
は

無
表
が
な
い
。
〔
七
a
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
三



　
　
　
　
法
華
ジ
、
化
研
充
（
第
三
号
）

　
　
　
な
ぜ
か
。
無
記
の
心
は
微
劣
で
実
に
力
強
い
業
を
引
発
（
コ
三
巳
三
三
三

　
　
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
。
、
そ
の
（
無
記
心
）
が
滅
し
た
と
き
も
、
膓
、
こ
に

　
　
於
て

随

逐
す
る
で
あ
ろ
う
。

　
と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
無
表
業
は
、
善
・
不
善
の
強
力
な
業
の
み
に
あ

り
、
無
記
心
に
は
存
在
し
な
い
こ
と
に
な
る
。
無
表
業
に
招
果
の
功
能
あ
り
と

主
張
す

る
人
々
か
ら
見
れ
ば
、
無
記
心
に
無
表
業
が
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
無

記
心
に
は

囚
果
律
が
あ
て
は
ま
ら
な
い
の
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
と
こ
ろ
が

無
記
心
は
無
表
を
引
発
し
な
い
け
れ
ど
も
、
こ
の
無
記
心
の
囚
が
減
し
た
と
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）

に
、
等
流
果
と
し
て
相
続
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

　
ま
た
さ
ら
に
、
欲
・
色
二
界
に
は
無
表
を
認
め
て
も
、
無
色
界
に
は
大
種
が

な
い
か
ら
、
無
表
も
な
い
と
す
る
。
表
業
は
有
尋
伺
の
心
に
よ
っ
て
起
さ
れ
る

も
の
で
、
尋
伺
の
存
在
し
な
い
第
二
定
以
上
に
は
表
業
が
な
い
と
す
る
の
が
有

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

部
の

た
て
ま
え
で
あ
る
か
ら
’
身
語
の
表
業
の
な
い
と
こ
ろ
で
は
、
無
表
業
も

存
在

し
な
い
。
し
か
し
実
際
に
は
無
漏
の
無
芸
は
存
在
す
る
の
で
あ
る
か
ら
二

定
以
上
の

無
表
の

存
在
も
考
え
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
，
J
の
疑
問
に
対
し
、

①

無
色

界

に

無
表
を
認
め
れ
ば
大
種
か
ら
生
ず
る
も
の
で
は
な
い
無
表
を
認

　

め
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
無
漏
の
無
表
の
場
合
は
界
の
拘
束
は
受
け
な

　
L
．
　
（
d
h
i
L
t
v
－
a
．
p
a
．
t
i
p
三
1
．
三
の
で
、
無
色
界
に
お
い
て
も
、
生
処
の
欲
．
色
界

　
の

大
種

を
因
に
し
て
生
ず
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
が
、
右
漏
の
場
台
は

　
別
の

界

地
の

大
種

を
所
依
と
す
る
と
い
う
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。

②

無
色
定
と
い
う
の
は
、
一
切
の
色
を
否
定
（
l
　
a
l
，
〆
，
a
－
r
旦
苧
v
p
i
r
n
u
k
h
y
n
．
）
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
四

　

る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
で
は
色
が
生
ず
ろ
こ
と
は
あ
り
得
ず
、
し
た
が
っ

　
て
、
色
の
構
成
要
素
で
あ
る
四
大
所
造
の
無
表
業
は
存
在
し
え
な
い
。

⑧

悪
戒

を
対
治
す
る
た
め
に
、
善
戒
を
修
す
る
の
で
あ
る
が
、
悪
戒
は
欲

　
界
の
中
の
み
に
あ
り
、
　
無
色
界
は
、
　
所
依
遠
（
罫
．
3
、
↑
↑
－
・
三
日
部
）
・
行
相
遠

　
（
i
L
k
i
t
r
a
≒
n
，
｛
L
t
i
l
）
　
．
所
縁
遠
（
口
巨
三
）
勾
コ
p
ム
冒
＾
↑
ε
・
対
治
遠
（
声
昌
ρ
叶
芭
ρ
冨
P

・

；
…
5
に
よ
っ
て
欲
を
離
れ
て
お
＝
、
悪
戒
を
対
治
す
る
無
表
は
必
要
で

　
な
い
。
欲
界
の
善
戒
と
色
界
の
定
倶
戒
と
に
よ
っ
て
悪
戒
を
対
治
す
る
の
で

　
あ
る
か
ら
、
こ
の
二
界
に
は
無
表
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。

　
と
あ
っ
て
、
無
漏
の
無
表
を
除
い
て
は
無
色
界
の
無
表
は
否
定
さ
れ
る
の
で

あ
る
。

　
ま
た
、
表
色
の
限
界
に
つ
い
て
は
、

　
　
　
（
2
）

　
　
　
二
つ

の
有
伺
（
1
a
’
v
l
c
a
r
a
）
に
お
い
て
表
（
三
言
弓
ε
が
あ
る
。
〔
七
b
〕

　
　
さ
て
、
表
は
、
二
つ
の
有
伺
の
地
に
あ
る
。
　
（
す
な
わ
ち
）
欲
界
と
初
禅

　
　
に

（
あ
る
が
）
、
そ
れ
よ
り
上
に
は
な
い
。

　
と
あ
る
。

　
有
伺
地
に
は
表
業
が
あ
る
と
す
る
考
え
方
は
、
宝
疏
に
ょ
れ
ば
、
中
間
定
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

考

え
て
い
る
た
め
に
有
尋
と
は
言
わ
な
い
の
で
あ
ろ
と
し
て
、
欲
界
・
初
禅
の

ほ

か

に

中
間
定
に
も
表
業
が
あ
る
と
認
め
て
い
ろ
の
で
あ
る
が
、

　
　
（
2
3
）

　
　
有
尋
伺
（
・
・
三
三
「
ぎ
－
三
・
．
コ
三
の
心
に
よ
っ
て
、
実
に
表
は
等
起
さ
れ
る

　
　
（
s
．
　
a
T
n
u
t
t
h
；
a
　
p
y
a
t
e
）
O
こ
の
故
に
、
第
二
な
ど
の
定
に
は
、
（
表
は
）
な
い

　

　

の

で
あ
る
。



　

と
い
う
本
文
も
合
せ
て
考
え
て
見
る
と
、
中
間
定
は
無
尋
唯
伺
で
あ
る
か
ら
、

こ
の
文
章
か
ら
見
る
限
り
、
表
業
は
尋
伺
を
有
す
る
欲
界
と
初
静
慮
と
の
み
に

し
か
存
在
し
な
い
こ
と
に
な
る
。

　

『
倶
舎

論
』
に
は
、
中
間
定
を
ど
の
よ
う
に
扱
う
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て

は
、
詳
し
い
説
明
は
な
く
、
ヤ
シ
ョ
ー
ミ
ト
ラ
も
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
触
れ

て
い
な
い
。

　

『
順

正

理
論
』
に
は
、

　
　
（
2
）

　
　
説
二
有
伺
一
者
、
爲
レ
顯
三
一
切
初
静
慮
中
遍
有
二
表
業
↓
若
於
二
上
地
一
表
業

　
　
全
無
。

　

と
あ
り
’
右
尋
伺
と
言
わ
ず
有
伺
と
い
う
の
は
、
一
切
初
静
慮
の
中
に
は
表

業
が
あ
る
こ
と
を
顕
す
た
め
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
一
切

初
静
慮

と
は
有
伺
の
地
で
あ
る
か
ら
、
初
静
慮
と
中
間
定
と
が
こ
れ
に
該
当
す

る
こ
と
に
な
り
、
更
に
、
　
『
順
正
理
論
』
の
弁
定
品
に
は
、

　
　
（
2
5
）

　
　
謂
中
間
定
初
静
慮
撮
而
有
二
差
別
づ
…
…
…
…
然
佛
不
三
数
説
予
有
未
至
中

　
　
間
へ
以
一
一
二
即
初
静
慮
巌
一
故
、
説
二
初
静
慮
一
副
已
説
レ
彼
。

　

と
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
有
部
は
中
間
定
に
も
表
業
が
あ
る
と
認
め
て
い
た
こ

と
が
わ
か
る
。

　
ま
た
、
　
『
倶
舎
論
』
に
は
’

　
　
（
2
6
）

　
　
静
慮
（
（
＝
づ
司
騨
n
a
）
と
無
U
．
．
．
　
（
i
L
n
c
i
1
　
r
a
v
a
）
と
の
無
表
は
、
三
昧
よ
り
生
ず
る
。

　
　

こ
の
（
無
表
は
）
三
昧
所
生
で
あ
り
、
長
養
せ
ら
れ
た
も
の
（
祭
三
邑
9
三
－

　
　
k
a
）
で
あ
り
、
無
執
受
（
津
三
壱
葺
ε
で
あ
り
、
無
異
で
あ
る
（
。
三
二
三
・
三

　
　
　
　
ア
ピ
ダ
ル
マ
仏
教
に
お
け
る
無
表
業
論
の
展
開
　
日
（
三
友
）

　
　
大

種

を
所
造
と
し
て
生
ず
る
。
こ
れ
ら
の
大
種
を
所
造
と
し
て
、
殺
生
か

　
　
ら
の
遠
離
が
生
す
る
し
、
乃
至
、
雑
微
語
か
ら
の
（
遠
離
が
生
ず
る
）
。

　
　
な
ぜ
か
．
、
心
の
よ
う
に
、
大
種
が
異
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　

と
あ
り
、
無
表
は
表
業
に
附
随
し
な
く
と
も
、
独
立
に
、
静
慮
律
儀
・
無
漏

律
儀
と
し
て
、
第
二
定
以
上
に
も
存
在
す
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
そ
う
す
る

と
、
意
業
に
は
無
表
業
を
認
め
な
い
と
い
う
有
部
の
業
論
に
あ
っ
て
も
、
定
位

の

無
表
は

随

心
転

と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
意
業
が
重
要
な
意
義
を
有
し
て
い
る

こ
と
こ
な
る
。

　
以

上
の

こ
と
か
ら
、
　
表
業
は
中
間
定
ま
で
に
限
ら
れ
、
無
表
業
は
、
定
共

戒
・
道
共
戒
の
形
で
の
み
、
第
二
定
以
上
に
も
存
在
す
る
こ
と
が
わ
か
る
の
で

あ
る
。

　
　
　
　
　

e
、
業
の
発
生
の
仕
方
と
影
響

　

さ
て
、
惑
が
業
を
起
す
と
い
う
こ
と
は
、
十
二
支
縁
起
の
説
明
に
あ
る
と
こ

ろ
で
あ
る
が
、
そ
の
惑
と
業
と
の
問
に
は
ど
の
よ
う
な
関
係
が
あ
っ
て
、
業
が

発
生
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

『
倶
舎
論
』
は
、
　
こ
れ
に
つ
い
て
、
因
等
起
（
ぎ
古
〒
日
∋
二
古
芸
彗
p
）
・
刹
那

等
起

（叶
告
－
］
ぷ
ε
P
三
ヨ
三
叶
罫
コ
三
と
い
う
よ
う
に
二
種
類
に
わ
け
て
発
生
の
原

因

を
説
明
す
る
。

　
因
等
起
と
は
、
p
a
　
（
p
r
a
v
a
r
t
a
k
a
）
と
も
い
い
、
引
発
（
呉
鷲
つ
p
言
プ
、
ρ
）
す
る

作
用
を
い
う
。
ま
た
、
刹
那
等
起
は
、
業
が
作
さ
れ
る
と
き
に
、
そ
の
刹
那
に
附

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
五
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＄est

　
（
a
l
l
l
l
V
t
L
l
’
t
l
L
l
l
E
L
）
す
る
こ
と
で
、
随
転
（
§
蠕
芦
言
τ
じ
と
も
い
う
の
で
あ
る
。

　

こ
の
二
種
の
等
起
が
ど
の
よ
う
に
業
を
起
す
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、

　
　
（
2
7
）

　
　

そ
こ
に
お
い
て
、
ま
た

　
　
　
4
i
g
1
　
（
p
r
t
t
v
a
r
t
a
k
a
）
で
あ
る
見
断
（
烏
三
－
ご
〉
主
の
識
が
あ
る
。
〔
一
一
a
〕

　
　
見
所
断
（
旨
『
ぎ
ジ
ー
苫
・
二
一
摯
5
．
吉
）
の
心
は
、
表
の
転
で
あ
る
。
そ
の
（
表

　
　
を
）
等
起
せ
し
め
る
尋
・
伺
（
v
i
t
a
r
k
a
－
v
i
c
　
．
i
　
r
a
）
に
お
い
て
、
因
と
な
る

　
　
か

ら
で
あ
る
、
し
か
し
な
が
ら
、
随
転
と
は
な
ら
な
い
、
外
門
心
（
言
三
7

　
　
i
n
u
k
h
a
－
u
i
t
t
a
）
が
作
す
と
き
に
は
、
そ
れ
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　

と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
見
所
断
心
、
す
な
わ
ち
、
見
惑
が
ま
ず
あ
っ
て
’

こ
れ
が
転
因
と
な
っ
て
、
修
惑
の
発
表
心
た
る
尋
伺
を
引
き
起
す
と
い
う
こ
と

に
な
る
。

　
，
J
の
う
ち
、
尋
伺
に
つ
い
て
は
、

　
　
（
2
8
）

　
　
有
尋
伺
（
・
う
一
葺
芽
門
↑
ー
二
・
・
葺
三
の
心
に
よ
っ
て
、
実
1
L
）
表
　
（
v
i
j
f
i
a
p
t
i
）
が
等

　
　
起

す
る
。
そ
れ
故
’
第
二
等
の
定
に
お
い
て
は
（
表
は
）
な
い
．
修
所
断

　
　
（
b
h
a
v
a
n
a
－
p
r
a
b
a
t
a
v
y
a
．
）
に
よ
っ
て
起
り
、
見
所
断
の
（
惑
は
）
内
門
転

　
　
（
a
n
t
a
r
－
n
i
u
k
h
a
－
p
r
a
x
’
y
t
t
a
t
v
a
）
で
あ
る
か
ら
。

　

と
あ
り
、
表
業
は
必
ず
尋
伺
に
よ
っ
て
等
起
す
る
か
ら
、
第
二
定
以
上
に
は

な
く
、
見
所
断
心
に
よ
っ
て
は
起
ら
な
い
こ
と
が
述
へ
て
あ
る
。

　
ま
た
、
転
と
随
転
心
と
を
四
句
分
別
に
よ
っ
て
説
5
1
し
、

　
日

　
転
で
あ
っ
て
随
転
で
な
い
も
の
、
見
所
断
心
。

　
口

　
随
転
で

あ
っ
て
転
で
な
い
も
の
、
眼
等
の
五
識
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
六

　
日
　
転
で

あ
り
随
転
で
も
あ
る
も
の
、
修
所
断
の
善
・
不
善
・
無
記
の
三
性

　
　
の
意
識
。

　
⑲
　
転
で

も
随
転
で
も
な
い
も
の
、
諸
の
無
漏
と
異
熟
生
と
の
心
。

　

と
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
見
所
断
心
は
、
決
し
て
随

転
に
は
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
『
大
毘
婆
沙
論
』
に
、

　
　
（
2
9
）

　
　
問
何
故
住
二
見
所
断
心
へ
不
レ
能
坤
作
二
刹
那
等
起
一
護
ヰ
身
語
業
上
耶
。
答
要

　
　
麓
散
心
能
作
二
刹
那
等
起
一
獲
二
身
語
業
ハ
此
心
微
細
故
不
レ
能
レ
登
。
復
次

　
　
外
門
轄
心
、
能
作
二
刹
那
等
起
一
．
襲
一
一
身
語
業
一
此
心
内
門
韓
故
不
レ
能
レ
護
．

　

と
あ
り
、
す
で
に
『
大
毘
婆
沙
論
』
か
ら
、
見
所
断
心
は
微
細
で
あ
っ
て
内

門
転
で
あ
る
か
ら
’
刹
那
等
起
と
は
な
ら
な
い
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
眼
等
の
五
識
は
無
分
別
で
あ
り
’
外
門
に
転
ず
る
か
ら
、
因
等
起
と

は

な
ら
ず
、
見
所
断
心
と
修
所
断
の
意
識
と
は
有
分
別
で
あ
る
か
ら
因
等
起
と

な
る
と
い
う
の
で
あ
る
．
、

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
業
が
善
・
不
善
・
無
記
の
ど
れ
に
当
る
か
と
い
う
こ
と
は
、

こ
の
有
分
別
の
因
等
起
に
よ
っ
て
す
で
に
決
定
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
そ
う
す
る
と
、
見
惑
は
す
べ
て
不
善
と
い
う
の
で
は
な
く
、
有
身
見
の
よ

う
に
、
自
分
の
身
体
が
常
住
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
今
度
は
人
天
に
生
れ
よ
う
と
布

施
戒

を
行
っ
た
り
、
ま
た
’
辺
見
の
よ
う
に
、
自
分
は
未
来
に
生
ず
る
こ
と
は

な
い
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
こ
と
は
浬
磐
に
順
じ
な
く
も
な
い
か
ら
、
こ
れ
ら
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛
3
〉

見
は
無
記
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
く
る
t
）
こ
の
無
記
性
の
見
惑
を
因
等
記
と
し

て
、
歓
界
に
業
が
生
ず
れ
は
、
欲
界
に
有
覆
無
記
業
を
認
め
る
こ
と
に
な
っ
て



し
ま
う
。

　
と
こ
ろ
が
、
欲
界
に
有
覆
無
記
業
の
存
在
し
な
い
こ
と
は
、
有
部
の
教
理
で

あ
る
。
そ
う
し
た
場
合
、
先
の
見
所
断
心
が
表
業
の
転
因
と
な
る
と
い
う
こ
と

を
ど
の
よ
う
に
理
解
す
べ
き
か
と
い
う
問
題
が
お
こ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て

　
　
（
3
1
）

　
　
t
s
l
　
（
p
r
a
v
a
r
t
a
）
　
g
よ
う
に
、
そ
の
よ
う
に
表
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
　
し
か

　
　
し
な
が
ら
、
見
所
断
の
よ
う
に
で
は
な
い
。
修
断
（
プ
言
帥
v
a
n
a
l
h
e
y
a
）
が

　
　
は

さ
ま
る
（
ρ
コ
雰
「
ぞ
二
く
じ
か
ら
で
あ
る
。

　
と
あ
る
。
見
所
断
心
に
よ
っ
て
起
さ
れ
た
業
も
、
そ
の
業
と
見
所
断
心
と
の

間
に
修
所
断
心
が
あ
る
か
ら
、
見
所
断
心
の
性
質
の
ま
ま
に
は
起
ら
な
い
と
い

う
が
、
こ
の
説
明
か
ら
い
く
と
、
先
の
見
所
断
心
が
業
を
起
す
と
い
う
こ
と
は

言
え
な
く
な
っ
て
く
る
。

　

ヤ

シ
ョ

ー
ミ
ト
ラ
は
、

　
　
（
3
2
）

　
　
転
t
P
　
（
p
r
a
v
a
r
t
a
l
＾
a
－
c
i
t
t
a
）
が
、
修
所
断
で
あ
る
よ
う
に
、
そ
の
よ
う
に
、

　
　
表
は

建
立
さ
れ
る
（
v
l
L
、
日
・
〔
巨
言
三
、
．
1
t
C
l
）
。
し
か
し
な
が
ら
、
見
断
が
転
で

　
　
あ
る
よ
う
に
、
そ
の
よ
う
に
は
（
表
は
）
建
立
さ
れ
な
い
。

　
　
　
何
故
か
、
修
断
に
よ
っ
て
、
へ
だ
て
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
　
　

こ
の
故
に
、
こ
の
転
で
あ
る
見
断
は
、
修
断
の
転
に
よ
っ
て
へ
だ
て
ら

　
　
れ

る
。
ど
の
よ
う
に
考
え
て
か
。
た
と
え
ば
、
　
「
私
が
い
る
と
い
う
こ
と

　
　

を
私
に
よ
っ
て
、
他
の
人
々
に
理
解
せ
し
め
る
べ
き
で
あ
る
。
」
と
い
う

　
　

こ
と
が
、
前
に
確
め
ら
れ
る
。
そ
こ
か
ら
、
言
葉
の
生
起
す
る
心
で
あ
り
、

　
　
外
門
転
で
あ
る
修
断
の
有
尋
有
伺
に
よ
っ
て
’
　
r
私
が
い
る
」
と
い
う
言

　
　
　
　
ア
ビ
ダ
ル
マ
仏
教
に
お
け
る
無
長
業
論
の
展
開
　
司
（
三
友
）

　
　
葉

を
述
べ
る
云
々
。
こ
の
故
に
転
の
よ
う
に
以
下
（
「
倶
舎
論
』
本
文
に
）

　
　
詳
細
。

　
　
　
是
の

如
く
、
必
ず
見
断
の
転
の
間
に
、
修
断
の
転
が
あ
り
、
善
・
不

　
　
善
・
無
記
が
生
ず
る
。
そ
れ
に
従
っ
て
’
善
等
を
知
る
。

　
と
註
釈
す
る
。

　

こ
の
転
因
と
し
て
の
見
修
所
断
心
が
’
後
に
光
記
・
宝
疏
の
い
う
因
等
起
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
3
）

さ
ら
に
1
1
つ
に
わ
け
た
遠
因
等
起
・
近
因
等
起
と
す
る
説
で
あ
る
。

　
す
な
わ
ち
、
遠
因
等
起
で
あ
る
見
所
断
心
に
続
い
て
、
近
因
等
起
で
あ
る
修

所
断

心
が
起

る
。
そ
こ
で
、
見
所
断
心
で
あ
る
身
・
辺
二
見
は
転
と
な
っ
て
も
、

業

と
し
て
は
有
覆
無
記
と
は
な
ら
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
場
合
、

玄

奨
訳
の
み
に
は
’
先
の
四
句
分
別
の
中
の
転
で
あ
り
随
転
で
あ
る
も
の
の
説

明
を
、
修
所
断
三
性
意
識
と
す
る
。
こ
の
コ
ニ
性
」
は
、
善
等
の
三
性
で
あ
る

か

ら
無
記
も
含
ま
れ
る
。
無
記
も
含
ま
れ
れ
ば
、
欲
界
に
無
記
業
も
起
る
わ
け

で

あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
、
界
品
に
十
八
界
の
三
断
門
を
論
じ
る
中
で
、
見

所
断
は

八
十
八
随
眠

と
こ
の
倶
有
法
と
随
行
と
そ
の
得
で
あ
り
、
修
所
断
は
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

五
界
・
五
識
・
不
染
法
・
色
で
あ
る
と
す
る
か
ら
’
こ
こ
で
い
う
修
断
の
無
記

と
は
、
無
覆
無
記
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。

　

そ
こ
で
、
業
は
ま
ず
遠
因
等
起
で
あ
る
内
門
転
見
所
断
の
邪
見
等
に
ょ
り
近

因
等
起
で
あ
り
外
門
転
修
所
断
の
発
表
心
で
あ
る
尋
伺
に
よ
っ
て
業
が
起
り
、

こ
の
近
因
等
起
に
よ
っ
て
、
そ
の
業
が
善
か
ど
う
か
が
決
る
と
い
う
こ
と
に
な

る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
七
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ま
た
、
無
漏
と
異
熱
生
と
に
つ
い
て
は
、

　
　
（
3
5
）

　
　
（
転
と
随
転
と
の
）
二
つ
で
な
い
も
の
は
、
無
漏
（
§
9
巳
≦
F
）
で
あ
る
、

　

と
あ
り
、
梵
本
に
は
異
熟
生
は
な
く
、
ヤ
シ
ョ
ー
ミ
ト
ラ
も
、
こ
れ
を
解
釈

し
て
、

　
　
（
3
6
）

　
　
二
つ
で

な
い
も
の
は
無
漏
で
あ
る
と
い
う
の
は
’
転
で
も
な
く
、
随
転
で

　
　
も
な
い
も
の
、
す
な
わ
ち
、
定
は
内
門
転
で
あ
る
（
ぴ
’
三
】
巳
三
ぎ
［
三
－
声
ご
τ

　
　
k
h
a
－
p
r
a
く
r
t
t
t
L
t
x
r
E
L
）
か
ら
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
と
あ
っ
て
、
異
熟
生
に
は
触
れ
ず
、
旧
訳
に
も
な
い
。
或
い
は
、
玄
　
の
挿

入
か

と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
　
『
順
正
理
論
』
に
は
、
世
親
が
異
熟
生
を
非
転
非

随
転
に

し
て
い
る
こ
と
を
批
難
し
て
い
る
の
で
、
梵
本
の
相
違
に
よ
る
も
の
と

考

え
ら
れ
よ
う
。

　
と
も
あ
れ
、
玄
奨
訳
を
と
る
と
、
無
漏
は
禅
定
中
に
の
み
存
在
す
る
の
で
あ

り
、
異
熟
に
よ
っ
て
生
じ
た
心
は
、
前
生
の
業
に
よ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
新

た
な
加
行
に
よ
る
の
で
は
な
く
、
任
運
に
起
る
と
い
う
の
で
あ
る
）

　
し
か
し
、
無
漏
業
も
断
道
（
」
昌
巨
言
日
占
忌
】
φ
窒
）
の
と
き
は
・
　
E
＃
！
〈
熟
を
除
く
四

果

を
得
し
、
断
道
で
な
い
と
き
に
は
、
異
熟
と
離
繋
と
の
二
果
を
除
い
て
三
果

　
　
　
　
　
　
　
（
3
7
）

を
得
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
無
漏
業
も
1
つ
の
因
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
れ
は
、

当
然
、
等
起
す
る
因
が
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
の
因
等
起
も
有
漏
業
の

よ
う
に
見
修
所
断
心
が
な
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
シ
ζ
か
、
村
疋
中
イ
、
あ
れ
は
、

心
一
境
性
に
住
し
て
い
る
た
め
、
芸
ξ
白
な
く
、
U
、
一
し
て
言
。
碇
転
・
と
に
た

ら
な
い
と
見
て
い
ろ
よ
う
〆
、
あ
Z

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
八

　

ま
た
、
刹
那
等
起
に
つ
い
て
は
’
不
善
の
場
合
は
、
八
倶
転
ま
で
す
る
の
で

　
〔
3
8
）

あ
る
。
一
倶
転
と
は
、
十
業
道
が
転
ず
る
と
き
の
思
と
と
も
に
貧
・
順
・
邪
見

の

う
ち
の
1
つ
が
転
ず
る
こ
と
で
、
或
い
は
、
使
い
を
つ
か
わ
し
て
欲
邪
行
以

外
の
六
種
の
悪
の
色
業
の
一
つ
を
な
さ
し
め
て
、
白
分
自
身
に
染
汚
心
が
な
い

と
き
で
あ
り
、
二
倶
転
と
は
、
こ
れ
ら
貧
等
に
更
に
殺
生
・
倫
盗
・
欲
邪
行
・

雑
椴

語
の
ど
れ
か
を
行
う
こ
と
で
、
九
・
十
倶
転
に
つ
い
て
は
、
貧
・
瞑
・
邪

見
が

同
時
に
倶
行
し
な
い
か
ら
、
九
・
十
と
は
な
ら
な
い
と
い
う
。
そ
し
て
、

善
業
道
の

と
き
は
’
1
と
八
と
五
と
の
倶
転
を
除
い
て
、
十
倶
転
ま
で
あ
る
と

す
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
業
は
見
所
断
心
を
遠
因
等
起
と
し
、
修
所
断
心
を
近
因
等
起

と
し
て
、
発
生
す
る
の
で
あ
る
。

　

さ
て
、
こ
の
よ
う
に
し
て
業
を
発
生
し
よ
う
と
す
る
心
が
起
る
と
、
こ
の
心

に

よ
っ
て
表
業
が
な
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
が
、
　
『
倶
舎
論
』
に
は
業
の
発
生
か

ら
終
了
ま
で
に
、
三
段
階
を
設
け
て
説
明
し
て
い
る
。

　
ま
ず
、
加
行
（
看
〔
ち
完
三
ち
三
〔
一
三
＾
二
竺
）
と
い
う
前
段
階
が
あ
る
。

　

た
と
え
ば
、
羊
を
屠
す
老
が
、
屠
そ
う
と
す
る
羊
を
と
ら
え
’
杖
刀
で
刺

打
し
て
命
を
断
つ
瞬
間
ま
で
の
備
準
段
階
が
こ
れ
に
あ
た
り
、
こ
の
表
業
に
よ

っ

て
、
羊
が
命
終
し
た
刹
那
の
表
・
無
表
業
を
根
本
業
’
t
：
g
！
l
　
（
m
a
．
u
l
a
－
k
a
．
v
m
a
－
p
i
L
－

tha
）

と
い
う
。
殺
生
と
い
う
表
業
は
、
こ
の
刹
郡
に
終
了
し
た
の
で
あ
る
が
、

そ
の
後
の
無
表
と
、
屠
し
た
羊
の
皮
を
は
い
だ
り
、
食
し
た
り
す
る
表
業
と
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
9
）

後
起
（
」
｝
三
＝
こ
と
い
う
の
で
あ
る
．
．



　

こ
の
発
業
の
三
段
階
は
、
十
業
道
の
す
べ
て
に
あ
て
は
ま
る
の
で
は
な
く
、

貧
・
瞑
・
邪
見
は
現
前
す
る
だ
け
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
根
本
業
道
だ
け
で
、

加

行
゜
後
起
は
な
唾

　
ま
た
、
加
行
は
必
ず
表
業
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
猛
利
の
纏
と
淳
浄
の
心
以
外

の

と
き
は
、
無
表
も
な
く
、
後
起
は
こ
れ
と
反
対
に
、
根
本
業
道
に
附
随
類
似

し
た
行
為
を
ま
だ
な
し
て
い
る
と
き
は
表
業
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
以
外
に

は

表
は

な
く
、
無
表
は
必
ず
あ
る
と
す
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
七
善
・
不
善
業
道
の
場
合
に
は
、
行
為
の
あ
と
に
必
ず
無

表
が

続
起

す
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
こ
の
こ
と
は
’
す
で
に
『
大
毘
婆
沙
論
』
に
あ
っ
た
よ
う
に
、
無
表
業
を
予

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
1
）

想
す

る
表
業
は
、
猛
利
の
継
・
股
重
の
信
に
限
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
七
業
道

が

こ
の
二
条
件
に
該
当
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
当
然
、
無
表
を
引
く
の
で

あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
F
4
2
）

　

ま
た
、
こ
の
無
表
の
得
し
方
に
つ
い
て
、
不
律
儀
の
場
合
を
例
に
あ
げ

　
O
　
不
律
儀
の
家
に
生
ま
れ
、
殺
生
等
の
加
行
を
現
行
す
る
（
作
業
得
）
，

　
⇔

　
不

律
儀
以
外
の
家
に
生
ま
れ
て
も
、
誓
っ
て
殺
生
等
の
不
善
業
を
し
ょ

　
　
う
と
す
る
（
誓
受
得
）
．

　
の

二
因
に
よ
っ
て
、
不
律
儀
の
無
表
を
得
す
と
説
明
し
、
更
に
処
中
の
無
表

　
　
　
　
（
4
3
＞

に

つ

い
て

も

　
臼
　
布
施
を
づ
ξ
に
ふ
さ
わ
し
い
相
手
（
k
s
e
t
r
a
）
に
対
し
、
布
施
を
行
う
。

　
　
田
　
（
k
；
e
t
r
n
）

　
　
　
　
ア
ビ
ダ
ル
マ
仏
教
に
一
⊃
け
ろ
無
痴
二
末
論
の
艮
開
　
白
（
三
友
）

　
⇔

自
か
ら
誓
い
を
し
て
、
自
分
が
そ
の
誓
い
通
り
の
行
動
を
す
る
。
受

　
　
（
a
d
a
n
a
）

　
日

　
誓
い
を
し
な
く
と
も
、
股
重
の
作
意
に
よ
っ
て
、
善
不
善
行
を
重
ね
て

　
　
行
う
。
重
行
（
竺
茸
・
合
パ
ニ
三

　
の

三
因
に
ょ
っ
て
も
、
無
表
を
得
す
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に

ょ
っ
て
も
、
無
表
と
は
、
習
慣
や
意
志
に
よ
る
影
響
力
で
あ
る
こ
と
が
明
白
で

あ
る
。

　
ま
た
’
こ
の
よ
う
に
し
て
得
さ
れ
た
無
表
も
、
色
で
あ
る
以
上
い
つ
か
は
捨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
＃
）

せ

ね
ば

な
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、
別
解
脱
律
儀
の
捨
に
つ
い
て
は

　
　
自
分
の
意
志
で
捨
す
る
（
意
楽
捨
）

　
　
所
依
で

あ
る
衆
同
分
を
捨
す
る
（
命
終
捨
）

⇔
　
二
形
で
生
れ
、
律
儀
を
受
け
る
器
で
な
い
（
二
形
捨
）

　
　
善
根
を
断
ず
る
（
断
善
根
）

㈲

　
近
住
戒
の

期
間
で
あ
る
一
昼
夜
が
過
ぎ
る
（
夜
尽
捨
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
5
）

が
あ
り
、
不
律
．
儀
の
捨
に
は
、

　
　
死

に

ょ
っ
て
所
依
を
捨
す
る
こ
と
に
よ
る
（
死
捨
）

⇔
　
別
解
脱
・
静
慮
律
儀
を
受
得
す
る
（
得
戒
捨
）

日
　
二
形
で
生
れ
て
い
る
（
二
形
捨
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
6
）

の

三
縁
が

あ
り
、
処
中
の
捨
に
は

　
　
自
分
の
意
志
で
捨
す
る
（
断
受
心
捨
）

　
　
浄
信
と
煩
悩
の
勢
力
に
よ
っ
て
引
か
れ
た
無
表
も
、
勢
力
が
な
く
な
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
九



　
　
　
　
法
華
文
化
研
究
（
第
1
1
1
：
k
）

　
　
ば

捨
す
る
（
断
勢
力
捨
）

　
⇔
　
仏
を
礼
し
て
の
ち
で
な
け
れ
ば
食
事
を
し
な
い
等
の
行
為
の
持
続
を
や

　
　
め
る
（
断
作
業
捨
）

　
⑲
　
布
施
し
た
所
の
寺
舎
・
敷
具
等
が
断
壊
す
る
こ
と
に
よ
る
（
事
物
断
捨
）

　
岡

　
寿

命
が
尽
き
て
所
依
を
捨
す
る
こ
と
に
よ
る
（
寿
命
断
捨
）

　
内

　
加
行
を
起
し
て
善
根
を
断
ず
る
と
き
、
善
根
所
引
の
無
表
を
捨
す
る

　
　

（断
善
根
捨
）

　
の

六
縁
が
あ
る
。

　

こ
の
中
で
共
通
し
て
い
る
こ
と
は
、
寿
命
が
尽
き
る
こ
と
に
よ
っ
て
無
表
の

相
続
も
断
ぜ
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
さ
ら
に
’
自
分
の
意
志
に
よ
っ
て
、

身
・
語
の
無
表
も
大
い
に
影
響
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
す
な
わ
ち
、
身
・
語
の
無
表
の
相
続
は
’
積
極
的
に
自
か
ら
の
意
志
を
常
に

働
か
せ
る
と
い
う
持
続
に
よ
る
と
い
う
の
で
は
な
い
が
、
初
期
の
因
等
起
心
の

強

さ
に
よ
っ
て
無
表
が
続
起
さ
れ
る
よ
う
に
、
先
の
思
に
よ
っ
て
相
続
さ
れ
る

の

で

あ
っ
て
、
身
・
語
表
業
が
落
謝
し
て
の
ち
は
、
無
表
業
が
勝
手
に
い
つ
ま

で

も
持
続
す
る
と
い
う
の
も
の
で
は
な
い
。
今
度
は
そ
の
無
表
と
相
違
す
る
心

所
の

等
起
に
よ
っ
て
断
ぜ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

そ
こ
に
は
、
惑
業
の
重
み
に
お
し
つ
ぶ
さ
れ
て
、
自
か
ら
の
努
力
で
は
何
も

で

き
な
い
と
い
う
よ
う
な
他
力
的
宿
業
で
は
な
く
て
、
自
か
ら
の
心
も
ち
如
何

に

よ
っ
て
い
く
ら
で
も
自
分
の
将
来
を
変
え
得
る
と
い
う
仏
教
の
偉
大
な
人
生

観
が
う
か
が
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

f
、
業
果
に
つ
い
て

一
九
〇

　

さ
て
、
業
因
に
よ
っ
て
必
ず
業
果
が
も
た
ら
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
業

果
を
分
類
し
て
、

　
（
＃
7
）

　
2
　
断
道

の

有
漏
業
は
、
異
熟
果
・
等
流
果
・
離
繋
果
・
士
用
果
・
増
上
果

　
　
の

五
果
を
得
す
。

　
口
　
断
道
の
無
漏
業
は
、
五
果
の
う
ち
異
熟
を
除
い
た
四
果
を
得
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
8
）

　
国
　
有
漏
の
善
・
不
善
業
は
、
五
果
の
う
ち
離
繋
を
除
く
四
果
を
得
す
。

　
⑲
　
そ
の
他
の
無
漏
と
無
記
業
は
五
果
の
う
ち
、
異
熟
と
離
繋
と
を
除
く
三

　
　
果
を
得
す
。

　
と
す
る
。

　
断

道

と
は
、
無
間
道
・
解
脱
道
の
二
道
の
う
ち
r
煩
悩
を
断
ず
る
こ
と
を
役

目
と
す
る
無
間
道
を
さ
し
、
大
乗
唯
識
で
は
有
漏
通
伏
と
す
る
が
、
有
部
で
は

有
漏
道
断
を
認
め
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
有
漏
智
に
よ
っ
て
下
地
の
鹿
苦

障
な
る
を
観
じ
て
厭
離
せ
ん
こ
と
を
願
い
、
上
地
の
静
妙
離
を
観
じ
て
、
こ
れ

を
欣
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
次
第
に
下
地
の
惑
を
断
ず
る
こ
と
が
で
き
る
（
厭
下

欣

上

観
）
と
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
有
漏
業
に
よ
っ
て
五
果
を
得
し
、
無
漏
道

断
で
は

異
熟
果

を
受
け
る
こ
と
が
な
い
の
で
、
こ
れ
を
除
い
た
四
果
を
得
す
。

　

ま
た
、
断
道
以
外
の
有
漏
業
は
煩
悩
を
断
ず
る
こ
と
は
な
い
か
ら
、
離
繋
果

を
除
き
、
そ
の
他
の
無
漏
・
無
・
記
業
の
場
合
に
は
、
無
記
業
は
勢
力
が
弱
い
の

で

異
熟

を
招
か
ず
、
断
惑
作
用
で
は
な
い
の
で
離
繋
果
も
な
く
、
無
漏
業
は
煩



悩

に
潟
お

さ
れ
て
お
ら
ず
、
断
惑
作
用
で
は
な
い
の
で
、
異
執
∵
離
繋
の
二
果

を
得
さ
な
い
“

　
か

く
し
て
、
有
部
で
は
、
　
一
業
に
よ
っ
て
］
生
を
引
き
（
引
業
）
、
多
業
に

よ
っ
て
円
満
と
な
る
　
　
　
　
こ
と
は
、
あ
た
か
も
画
師
が
、
　
1
色
で
ま
ず
人

の

形

を
図
し
、
多
色
で
そ
れ
ぞ
れ
の
部
分
を
色
づ
け
す
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る

と
説
明
す
る
の
で
あ
る
．
．

　

と
こ
ろ
が
同
じ
業
因
に
よ
っ
て
果
を
得
す
と
い
っ
て
も
、
業
因
に
軽
重
の
あ

る
限
り
r
得
さ
れ
る
果
に
も
多
少
の
相
違
が
な
く
て
は
な
ら
な
い
．
、

　
こ
の
こ
と
に
つ
い
て

　
　
　
（
4
9
）

　
　
　後
起
（
I
）
r
5
t
ぎ
）
“
J
E
H
　
（
k
；
e
t
r
a
）
と
根
本
（
〔
三
三
ヴ
一
一
る
三
）
と
加
行
（
一
・
「
＾
丁

　
　
　
房
二
竺
）
と
思
（
e
〈
L
t
；
L
l
l
f
i
）
と
意
楽
（
広
三
三
と
が
あ
り
、
　
こ
れ
ら
に
下

　
　
　
（
m
r
c
l
u
）
J
J
上
　
（
a
d
h
i
m
i
L
t
r
：
t
t
v
［
t
）
と
が
あ
る
か
ら
、
業
に
下
上
が
あ
る
．
、

　
　
　
［
＝
九
〕

　
　
　
へ
　
　
　
　
ぐ

　
」
」
　
　
・
つ

　
　
J

　
加

行
・
根
本
・
後
起
は
先
に
説
明
し
た
よ
う
に
業
の
三
段
階
で
あ
る
。
田
は

行

為
の
相
手
に
よ
る
と
い
う
わ
け
で
、
た
と
え
ば
、
同
じ
父
母
に
対
す
る
悪
業

で

あ
っ
て
も
、
殺
を
行
ず
れ
ば
重
い
し
、
盗
等
の
業
の
場
合
は
ま
だ
軽
い
と
い

う
よ
う
な
も
の
で
あ
る
．
．

　
ま
た
、
思
と
は
、
こ
K
に
よ
っ
て
業
道
が
究
売
・
l
“
t
C
N
）
　
（
n
i
．
v
l
，
h
5
L
p
＾
t
y
a
t
i
）
こ
と

で

あ
り
、
意
楽
と
は
、
意
趣
（
a
b
h
i
p
i
，
3
、
；
L
）
で
、
こ
れ
こ
れ
の
こ
と
を
し
よ
う

と
す
ろ
意
志
で
あ
る
と
説
明
す
る
。

　
　
　
　
ア
ビ
ダ
ル
マ
仏
敦
に
お
け
る
無
表
芙
論
の
展
開
　
m
（
三
友
）

　
す

な
わ
ち
、
ま
ず
何
を
し
よ
う
と
す
る
か
と
い
う
目
的
に
よ
っ
て
業
果
の
内

容
が

分
か
れ
、
そ
の
日
的
も
、
有
漏
・
無
漏
・
善
・
不
庭
∵
無
記
の
ど
の
よ
う

な
心
持
（
V
C
，
t
：
1
．
l
l
i
L
）
で
行
う
か
に
よ
っ
て
異
り
、
　
か
く
し
て
な
さ
れ
た
業
も
加

行
・
根
本
・
後
起
の
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
で
更
に
分
か
れ
る
と
い
う
こ
と
が
理
解

で
き
る
の
で
あ
る
。

小

結

　
以
上
見
て
き
た
よ
う
に
e
　
i
f
i
倶
舎
論
』
に
お
け
る
無
表
業
説
は
、
『
大
毘
婆
沙

論
』
等
の
所
説
を
整
理
統
合
し
て
、
無
表
業
の
本
質
を
明
確
に
し
よ
う
と
し
て

い

る
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
が
、
有
部
の
無
表
業
実
有
の
必
要
説
は
、
　
『
大

毘
婆
沙
論
』
の
論
拠
よ
り
も
、
新
た
に
三
種
を
附
け
加
え
る
な
ど
し
て
、
　
『
大

毘
婆
沙

論
』
の
有
部
説
よ
り
も
一
段
と
進
歩
し
た
説
を
採
用
し
て
い
る
。

　

こ
の
無
表
業
論
は
、
そ
の
組
織
が
明
確
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
1
1
1
B
k
に
お
け

る
相
続
の
説
明
に
矛
盾
を
生
じ
、
各
地
に
よ
っ
て
四
大
種
も
異
る
と
い
う
よ
う

な
説
明
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
て
お
り
、
有
部
教
学
の
完
成
と
と
も
に
’

そ
の
説
明
方
法
も
非
常
に
細
か
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

　

ま
た
、
無
表
業
自
体
は
色
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
存
続
す
る
た
め
に
は
、
意
志

が
重
要

な
役
目
を
有
し
、
無
表
業
は
意
と
無
関
係
に
存
在
し
て
い
る
の
で
は
な

く
、
さ
ら
に
、
通
常
は
、
命
終
と
と
も
に
捨
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
る
。

　
以

上
の

考
察
か
ら
も
、
無
表
業
は
依
然
と
し
て
、
得
果
の
作
用
の
た
め
の
も
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